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出典︓https://education-career.jp/magazine/data-report/2020/world-edu/

【参考】海外の学校と⽇本の学校の違いは？
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スウェーデン
• ⼩中学校・⾼等学校・⼤学の授業料が無償。
• 奨学⾦制度など、学⽣を⽀援する制度が充実
• 就職後に⼤学へ⼊学することが多い
• ⾼等学校や⼤学の⼊学試験はなく、学校の成績によって合否が決定

フィンランド
• 幼稚園からプレスクールから⼤学院まで学費がかからない
• 学費のほか、給⾷費や⽂房具代なども⽀給
• 全国的に⾏われるテストがなく、学⽣同⼠での競争が少ない
• プログラミング科⽬を、2016年より全科⽬で横断的に導⼊

オランダ ⼦どもの共⽣⼼を養う「イエナプラン」
• 義務教育課程は、公⽴・私⽴ともに無償
• ⼦ども1⼈ひとりの能⼒や資質、本⼈の希望によって様々な学業選択可能
• どの科⽬をどの曜⽇に勉強するかを、⼦どもたちが⾃分で決定
• 学習内容も⾃分の興味や理解の度合いに合わせる

イギリス ホームスクーリング
• 4地域(イングランド・ウェールズ・北アイルランド・スコットランド)で異なる教育制度
• 義務教育として、学校機関に就学義務はない

アメリカ
• 州によって制度が異なる
• 義務教育の年限や⼩中⾼の修業年限、カリキュラム・教科書・休⽇などを学校区が決定
• 学校区によって教育レベルが異なるため、教育レベルの⾼さによって住む地域を決める
親もいる

カナダ
• 州によって制度が異なる
• 10の州と3つの準州がそれぞれ裁量を持ち、教育法を制定
• ⼤学の⼊学試験がなく、学校の定期テストの結果と成績の総合評価で決定

オーストラリア
• 教育制度は州ごとに異なる
• 基本的に教育に関して全て州が決定
• 義務教育課程から外国語教育が充実

ニュージーランド
• 義務教育課程は有償
• 公⽴学校は政府援助であるが、学校理事会による独⽴採算制
• 教育内容は各学校の裁量が⼤きく、統⼀された教科書などがない
• 多くの学校では先⽣が作成したプリントでの授業
• 7〜8歳頃からパソコンを使⽤した授業を導⼊する学校が増加

中華⼈⺠共和国 PISA
• 教育制度は、6-3-3-4年制が基本
• 経済的地域差が⼤きいことから、修学年限などは地⽅が決定
• 農村部では、⼩学校を5年制、中学校を4年制とする5-4年制の地域もある（予算不⾜）
• 世界規模で教育⽔準を測定する調査「PISA」2018年調査で1位を獲得しています。

韓国 スヌン
• 教育課程は6-3-3-4制
• 学歴社会として知られる
• ⼤学⼊試は、戦争といわれるほど過酷
• ⼤学⼊試試験「スヌン」は韓国の社会現象

シンガポール ストリーミング制
• ストリーミング制：⼩中学校を卒業する段階で試験を受け、成績に応じて進学するコー
スを決定する制度

• ⼩学校卒業時に試験を受け、その成績によって3つのコースに振分け
• ストリーミング制は2024年から4年間、廃⽌することが決定
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順位 ⾔語 語族 補⾜ 第⼀⾔語 第⼆⾔語 総数

1 英語 インド・ヨーロッパ語族 3.729  億⼈ 10.800  億⼈ 14.520  億⼈

2 官話(中国語) シナ・チベット語族 中華⼈⺠共和国の公⽤語 9.290  億⼈ 1.987  億⼈ 11.180  億⼈

3 ヒンディー語 インド・ヨーロッパ語族 インドの主に中部や北部、インドの憲法では連邦公⽤語 3.439  億⼈ 2.583  億⼈ 6.022  億⼈

4 スペイン語 インド・ヨーロッパ語族 4.747  億⼈ 0.736  億⼈ 5.483  億⼈

5 フランス語 インド・ヨーロッパ語族 0.799  億⼈ 1.942  億⼈ 2.741  億⼈

6 正則アラビア語 アフロ・アジア語族 アラブ諸国 ー 2.740  億⼈ 2.740  億⼈

7 ベンガル語 インド・ヨーロッパ語族 ベンガル⼈の⾔語主にバングラデシュおよびインドの⻄ベンガル州 2.337  億⼈ 0.390  億⼈ 2.727  億⼈

8 ロシア語 インド・ヨーロッパ語族 1.540  億⼈ 1.041  億⼈ 2.582  億⼈

9 ポルトガル語 インド・ヨーロッパ語族 2.324  億⼈ 0.252  億⼈ 2.577  億⼈

11 ウルドゥー語 インド・ヨーロッパ語族 パキスタン-イスラム共和国、インドのイスラム教徒 0.702  億⼈ 1.610  億⼈ 2.313  億⼈

10 インドネシア語 オーストロネシア語族 マレー語を除く 0.436  億⼈ 1.554  億⼈ 1.990  億⼈

12 標準ドイツ語 インド・ヨーロッパ語族 ドイツ語標準ドイツ語、オーストリア標準ドイツ語、スイス標準ドイツ語 0.756  億⼈ 0.591  億⼈ 1.346  億⼈

13 ⽇本語 ⽇琉語族 1.253  億⼈ 0.001  億⼈ 1.254  億⼈

14 ナイジェリア・ピジン語 クレオール⾔語 0.047  億⼈ 1.160  億⼈ 1.207  億⼈

15 マラーティー語 インド・ヨーロッパ語族 インド⻄部のマハーラーシュトラ州の公⽤語 0.831  億⼈ 0.160  億⼈ 0.991  億⼈

https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_languages_by_total_number_of_speakers を元に作成

世界でよく話されている⾔語

5



https://en.wikipedia.org/wiki/English-speaking_world#/media/File:English_language_distribution.svg

英語圏

英語または英語系クレオール語*が⺟国語である

*クレオール語︓植⺠地で⼊植者の⾔語が先住者の⾔語と混ざって形成され、その⼟地の⺟語となったもの

英語が公⽤語であるものの、最も話されている⾔語ではない
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https://en.wikipedia.org/wiki/Spanish_language

スペイン語圏

スペイン語が公⽤語である

スペイン語は公⽤語ではないが、⼈⼝の25％以上がスペイン語を話す

スペイン語は公⽤語ではないが、⼈⼝の10〜20％がスペイン語を話す

スペイン語は公⽤語ではないが、⼈⼝の 5〜 9％がスペイン語を話す

スペイン系クレオール語*を話す

*クレオール語︓植⺠地で⼊植者の⾔語が先住者の⾔語と混ざって形成され、その⼟地の⺟語となったもの
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https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_countries_and_territories_where_French_is_an_official_language

フランス語圏

フランス語が主要な⺟国語である

フランス語が公⽤語ではあるが、主要な⺟国語ではない

スペイン語が⾮公式の第⼆⾔語である

スペイン語が少数⾔語である

8



英語が必須科⽬または選択科⽬である国
多くの国で英語が公教育に関する国家教育政策の必須要素となっている
⽇本 ︓5〜12学年(必須)、11〜12学年(選択)

中華⼈⺠共和国︓3〜 6学年(必須)、 7〜 9学年(選択) 、10〜12学年(必須)

インドネシア ︓4〜 6学年(選択)、 7〜12学年(必須)

スウェーデン ︓1〜 9学年(必須)、10〜12学年(選択)

コロンビア ︓1〜 5学年(選択)、 6〜11学年(必須)

英語
必須科⽬

選択科⽬

情報なし

標準⾔語

https://www.uwinnipeg.ca/global-english-education/countries-in-which-english-is-mandatory-or-optional-subject.html9



https://www.weforum.org/agenda/2019/11/countries-that-speak-english-as-a-second-language/

英語習熟度

とても⾼い ⾼い 普通 低い とても低い

アジアとヨーロッパの諸国における英語習熟度

シンガポール

マレーシア

フィリピン

インド

韓国

⾹港

ベトナム

インドネシア

台湾

⽇本

マカオ

中華⼈⺠共和国

パキスタン

カザフスタン

タイ

スリランカ

モンゴル

カンボジア

ラオス

オランダ
デンマーク

スウェーデン
ノルウェー

フィンランド
ルクセンブルク

オーストリア
ドイツ

ポーランド
ベルギー

スイス
ポルトガル

チェコ
セルビア

ハンガリー
ルーマニア
スロバキア
ブルガリア

スペイン
ボスニア・

ヘルツェゴビナ
イタリア
フランス

ロシア
ウクライナ

トルコ
アゼルバイジャン

10



https://qz.com/1213443/the-world-is-getting-better-at-english-but-some-countries-are-learning-faster-than-others/

・全体的に英語習熟度傾向が上昇(51.9%から53.5%)

・英語をあまり使⽤していない国・地域においても、最低限の英語レベルが上昇している
・以前は習熟度が⾮常に低かった国 (サウジアラビア、モロッコ、イランなどの中東地域) が改善され平均に近づい
ている

英語習熟度の変化 (2014〜2017年)
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https://www.numbeo.com/cost-of-living/country_price_rankings?itemId=105

平均⽉収 (⼿取り)

1. スイス

2. シンガポール

3. カタール

4. オーストラリア

5. アラブ⾸⻑国連合

6. アメリカ合衆国

7. デンマーク

8. オランダ

9. カナダ

10. アイスランド

11. ノルウェー

12. ⾹港

13. ドイツ

14. ニュージーランド

15. アイルランド

16. イスラエル

17. イギリス

18. スウェーデン

19. フィンランド

20. ⽇本

21. ベルギー

22. クウェート

23. フランス

24. サウジアラビア

25. オーストリア

26. 韓国

27. バーレーン

28. プエルトリコ

29. オマーン

30. スペイン
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https://psa.gov.ph/statistics/survey/labor-and-employment/survey-overseas-filipinos

フィリピン⼈の海外就労状況 (2020年)

サウジアラビア
アフリカ

オーストラリア

ヨーロッパ

北⽶・南⽶
アジア

アラブ⾸⻑国連合

クエート

⾹港

シンガポール
カタール

その他
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ICTスキルと問題解決能⼒

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A1.a. www.oecd.org/edu/eag.htm
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グループ 4 – 充分なICTスキルと問題解決能⼒

グループ 3 – 適度なICTスキルと問題解決能⼒

グループ 2 - 最低限のICTスキル

グループ 1 – 対応⼒不⾜︓コンピュータベースのアセスメント(CBA) を受けることができない

グループ 0 – 活⽤しない、スキルがない

* モスクワ市域の⼈⼝は含まれていない

対象︓成⼈(25〜64歳)
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ICTスキルごとの家庭でのICT使⽤頻度

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A1.b. www.oecd.org/edu/eag.htm* モスクワ市域の⼈⼝は含まれていない

グループ 4 – 充分なICTスキルと問題解決能⼒

グループ 3 – 適度なICTスキルと問題解決能⼒

グループ 2 - 最低限のICTスキル

グループ 1 – 対応⼒不⾜︓コンピュータベースのアセスメント(CBA) を受けることができない指標 (1〜5)
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教育効果

教育資⾦

学級規模

授業時間

教員制度

ICT教育
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https://www.reddit.com/r/MapPorn/comments/klxasx/compulsory_education_per_country_in_years/

義務教育期間

義務教育期間(年)

データなし
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各国の教育制度 (アジア)

https://www.plan-international.jp/supporter/br/pdf/educational_system.pdf20



各国の教育制度 (アフリカ)
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各国の教育制度 (中南⽶)

https://www.plan-international.jp/supporter/br/pdf/educational_system.pdf22



レベル 説明 特徴、およびサブカテゴリ

幼稚園
0

Early childhood Education (01 Early childhood educational 

development)

（就学前教育）
学校や社会への参加のための早期準備。 3歳未満の⼦供のためのプログラムである。

0
Early childhood Education (02 Pre-primary education)

（就学前教育）
学校や社会への参加のための早期準備。3歳以上の⼦供のための初等教育の開始前のプ
ログラムである。

⼩学校 1
Primary education or first stage of basic education

（初等教育または基礎教育ステージ1）
読み書き、読書および数学などの基礎的なスキルを提供するプログラムである。

中学校
2

Lower secondary education or second stage of basic 

education

（前期中等教育もしくは基礎教育ステージ2）
初等教育や⼀般教科を基にしている中等教育の第⼀段階である。

3
Upper secondary education

（後期中等教育）
第3期の教育の準備または仕事に関連する技術、もしくはその両⽅に提供している。中
等教育の第⼆段階である。

4
Post-secondary non-tertiary education

（中等以降⾼等以前教育）
中等教育を基にし、第3期の教育や雇⽤の準備、もしくは両⽅の準備をするプログラム。
教育内容は広く⾼等教育ほど複雑ではない。⾼等学校

⼤学

5
Short-cycle tertiary education

（短期⾼等教育）
労働市場に直接結びつく技術的・職業的スキルを学ぶ最初の短期の第3期の教育。上位
の第3期の教育へ進む道もある。

6
Bachelor’s or equivalent level

（学⼠）
中間的な専⾨の知識、技術と能⼒を提供する。

⼤学院

7
Master’s or equivalent level

（修⼠）
中間的な専⾨の知識、技術と能⼒を提供する。2番⽬の第3期の教育である。

8
Doctoral or equivalent level

（博⼠）
先端研究に結びつくことを⽬指したプログラムである。独⾃の研究と知識への重要な貢
献が含まれた出版品質の論⽂の提出が必要となる。

【参考】国際標準教育分類 (ISCED: International Standard Classification of Education）

Education at a Glance 2014, OECD indicators, https://www.oecd-ilibrary.org/education/education-at-a-glance-2014_eag-2014-en23



⾼等学校卒業と⼤学⼊学の年齢
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A1.5a. www.oecd.org/edu/eag.htm

最終学歴が⾼等学校の⼈⼝⽐率 (2012年)

1. 普通課程・専⾨課程の区別に関する情報なし
2. ドイツ︓普通課程・専⾨課程の両⽅を修了した⼈は専⾨課程として提⽰
3. スイス︓対象の約10%は普通課程・専⾨課程の区別をつけることができない
4. 2011年のデータ

普通課程
専⾨課程(職業系課程)
区別が無い
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26 出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A1.3. www.oecd.org/edu/eag.htm

25〜34歳 と 55〜64歳 の⼤学進学率(最終学歴)の違い (2012年)

1. 2011年のデータ

25〜34歳と55〜64歳のグループ間の⼤学進学率の違い（右軸)
25〜34歳の⼤学進学率 (左軸)
55〜64歳の⼤学進学率 (左軸)
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⼤学・専⾨学校進学率の変化 (2010-2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A1.4a. www.oecd.org/edu/eag.htm

1. 2011年のデータ
2. 2010年のデータ
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C5.2. www.oecd.org/edu/eag.htm

就労状況別︓ 15〜29歳の就学と⾮就学の割合 (2012年)

1. 兵役義務(18〜21歳)のため、これらの年齢で
教育を受けている⼈⼝の割合が低い

2. 2011年のデータを使⽤
3. 15〜24歳を対象
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C5.3. www.oecd.org/edu/eag.htm

労働市場状況別︓13〜19歳の⾮就学の割合 (2012年)

1. ニート (失業中と⾮活動中の合計)

⾮就学、就労

ニート (⾮活動中︓教育や訓練を受けていない、あるいは就職活動をあきらめた⼈)

ニート (失業中)
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C5.4. www.oecd.org/edu/eag.htm

13〜19歳のパート従業員の割合 (2012年)
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* モスクワ市域の⼈⼝は含まれていない

年齢・学歴で調整した「グループ0（活⽤しない/スキルがない）」に対する給与差
対象︓成⼈(25〜64歳)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A1.b. www.oecd.org/edu/eag.htm

グループ 4 – 充分なICTスキルと問題解決能⼒

グループ 3 – 適度なICTスキルと問題解決能⼒

グループ 2 - 最低限のICTスキル

グループ 1 – 対応⼒不⾜︓コンピュータベースのアセスメント(CBA) を受けることができない
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C2.2. www.oecd.org/edu/eag.htm

1. 2005年の替わりに2006年のデータを使⽤

3歳児就学率 (2005年, 2012年)
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C2.2. www.oecd.org/edu/eag.htm

初産婦年齢の推移 (2000年, 2005年, 2012年)

1. 2012年の替わりに2009年のデータを使⽤
2. 2012年の替わりに2010年のデータを使⽤
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OECD加盟国における教育の社会的効果 (2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A8.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

健康状態が良好であると回答した
成⼈の割合

レベル 4/5レベル 3レベル 2レベル 1以下

⾃分は政府に対して発⾔権があると思う
成⼈の割合

中学校 ⾼等学校 ⼤学 全体 中学校 ⾼等学校 ⼤学 全体

⽉に1回以上ボランティア活動をしていると
回答した成⼈の割合

他⼈を信頼できると回答した
成⼈の割合

中学校 ⾼等学校 ⼤学 全体 中学校 ⾼等学校 ⼤学 全体

対象︓成⼈(25〜64歳)
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学歴・識字能⼒別︓健康であると回答した成⼈の割合 (2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A8.2. www.oecd.org/edu/eag.htm
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学歴・識字能⼒別︓⾃分は政府に対して発⾔権があると思う成⼈の割合 (2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A8.5. www.oecd.org/edu/eag.htm
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学歴・識字能⼒別︓ボランティア活動を⽉に 1 回以上していると回答した成⼈の割合 (2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A8.3. www.oecd.org/edu/eag.htm
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学歴・識字能⼒別︓他⼈を信頼していると回答した成⼈の割合 (2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A8.4. www.oecd.org/edu/eag.htm
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C7.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

公⽴学校に在籍する15歳児の割合 (2003年, 2012年)

1. オランダ︓15歳の⽣徒の約99％が公費で運営されている学校に通っている。このうち1/3が公⽴学校、2/3が私⽴学校。

⽣徒の割合
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⺠間教育機関への⽀出割合 (2011年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart A8.4. www.oecd.org/edu/eag.htm

⼩学校、中学校、⾼等学校
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教育機関に対する公的・⺠間⽀出の分布 (2011年)
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart B3.2. www.oecd.org/edu/eag.htm

すべての⺠間財源による⽀出
（公的教育機関への補助⾦を含む）
その他の⺠間団体による⽀出
家計⽀出
教育機関に対する公的⽀出
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国内学⽣に対する国公⽴⼤学の平均年間授業料 (2011年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart B5.2. www.oecd.org/edu/eag.htm

GDPのPPPを元に計算、2010/11年(⼤学の年度）

太字︓国公⽴⼤学の授業料。
ただし、学⽣の3分の2以上は私⽴⼤学に在籍している。

()内︓純⼊学率と学⽣⼀⼈当たりの⽀出(単位:⽶ドル)

学⽣の授業料の⼀部または全部を補完する補助⾦、助成
⾦、ローンは考慮していない。
1. このレベルの教育には公的⼤学が存在せず、ほぼす
べての学⽣が政府依存の私⽴⼤学に在籍している。

平均年間
授業料(⽶ドル)

チリ (45%, 11 082)

韓国 (69%, 11,230)、アメリカ合衆国 (72%, 26 021) 
⽇本 (52%, 18 110)

イギリス1 (64%, 14 223)

カナダ (m, 27 373)

オーストラリア (96%, 18 038)

ニュージーランド (76%, 10 995)

オランダ (65%, 17 561)

イタリア (48%, 9 993)

スペイン (53%, 13 993)

オーストリア (52%, 14 967)、スイス (44%, 24 287)
ベルギー(フランドル地域、ロワン地域) (33%, m)

フランス (39%, 16 328)
トルコ (39%, 8 193)

ポーランド (81%, 9 686)、デンマーク (71%, 21 254) 、フィンランド (68%, 18 002) 、アイスランド(81%, 8 612)
メキシコ (34%, 7 889)、ノルウェー (76%, 18 840) 、スウェーデン (72%, 22 090)
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⼤学への公的⽀援 (2011年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart B5.3. www.oecd.org/edu/eag.htm

⼤学への公的⽀出全体を100%としたときの、家計など⺠間の教育⽀援の割合（補助⾦タイプ別)

⼤学への公的⽀出全体に
占める割合 (%)

奨学⾦など家計への補完

他の⺠間団体への振替・⽀払い
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⼩学校の平均学級規模の推移 (2000年、2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D2.1. www.oecd.org/edu/eag.htm
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1. 公⽴⼩学校のみ
2. 2000年の替わりに2001年のデータを使⽤
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⼩・中学校の平均学級規模 (2012年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D2.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

1. 公⽴の⼩・中学校のみ

学級あたりの児童数
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart C7.3. www.oecd.org/edu/eag.htm

公⽴学校と私⽴学校の平均学級規模 (2012年)

学級あたりの児童数
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OECD平均

OECD平均

OECD平均

OECD平均

⽣徒と教職員の⽐率（2012年）
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D2.3. www.oecd.org/edu/eag.htm
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教員の仕事満⾜度と学級編成（2013年）

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D2.a. www.oecd.org/edu/eag.htm

1. データは教師から報告されたもので、現在担当しているクラスを週間時間割から無作為に選択した

「⼩・中学校の教室規模」と「問題⾏動のある児童・⽣徒数の割合」に対する教師の仕事満⾜度1

教員の仕事満⾜度 (レベル) 教員の仕事満⾜度 (レベル)

以上 以上以下 なし

教室規模(児童・⽣徒数) 問題⾏動のある児童・⽣徒数(%)
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D1.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

義務教育の時間(⼀般教育) (2014年)

義務教育時間の総数

⼩学校 中学校
⼩・中学校の教育
期間 (単位: 年)

1. 2012年のデータを使⽤。
2. 複数学年での指導時間の配分が柔軟であるた

め、⼩学校・中学校ごとの時間数を試算。
3. 2013年のデータを使⽤。
4. 15・16歳までの全⽇制教育への出席が義務づ

けられている。ただし、⼀般教育を受けてい
る者は、18歳まで出席続けなければならない。

5. 義務教育の最終学年を除いたもの。下位中等
教育と上位中等教育に分けられる。

6. 下位中等教育における実際の授業時間。
7. 中等教育の期間は、コースによって3年または

4年。

ハンガリー

リトビア

中華⼈⺠共和国1

ポーランド

トルコ

スロベニア

フィンランド2

韓国3

オーストリア

エストニア

ベルギー(フランドル地区)4

スウェーデン2

スロバキア

チェコ

ベルギー(ワロン地区)4

ギリシャ

ドイツ3,5

⽇本3

イタリア

OECD平均

ポルトガル

アイスランド

ノルウェー

イギリス

デンマーク

ルクセンブルク

カナダ

フランス

アイルランド6

メキシコ

チリ

オランダ7

イスラエル

アメリカ合衆国

スペイン

コロンビア1

オーストラリア

フランドル地域︓⾸都ブリュッセルを除いた国⼟の北半
分を占める地域。公⽤語はオランダ語（フラマン語）。
ワロン地域︓⾸都ブリュッセルを除いた国⼟の南半分を

占める地域。公⽤語はフランス語とドイツ語であるが、
ほとんどの市町村ではフランス語を採⽤している。
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D1.2a. www.oecd.org/edu/eag.htm

科⽬別授業時間(⼩学校) (2014年)
読み・書き・国語 算数・数学 ⾃然科学

外国語 その他の必須科⽬ 選択科⽬
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1. 2013年のデータを使⽤
2. 義務教育科⽬に割り当てられる時間の割合が⼤きい⼩学校の最初の3年間は除く
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科⽬別授業時間(中学校) (2014年)

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D1.2b. www.oecd.org/edu/eag.htm

読み・書き・国語 算数・数学 ⾃然科学

外国語 その他の必須科⽬ 選択科⽬
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1. 数学に含まれる⾃然科学
2. 2013年のデータを使⽤
3. 実際の指導時間
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D4.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

中学校における年間授業時間の推移 (2000年, 2005年, 2012年)

年間授業時間
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フランドル地域︓⾸都ブリュッセルを除いた国⼟の北半
分を占める地域。公⽤語はオランダ語（フラマン語）。
ワロン地域︓⾸都ブリュッセルを除いた国⼟の南半分を
占める地域。公⽤語はフランス語とドイツ語であるが、
ほとんどの市町村ではフランス語を採⽤している。
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教育課程別 年間授業時間 (2012年)

1. 2011年のデータ
2. 授業実時間
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分を占める地域。公⽤語はオランダ語（フラマン語）。
ワロン地域︓⾸都ブリュッセルを除いた国⼟の南半分を
占める地域。公⽤語はフランス語とドイツ語であるが、
ほとんどの市町村ではフランス語を採⽤している。
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中学校の 授業時間の使い⽅ (2013年)
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中学校教員の 勤務時間のうち授業の占める割合 (2012年)

授業時間の割合 授業のために学校で費やする時間の割合
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1. 授業実時間
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授業
平均時間は週 19 時間(最短:ノルウェー 5 時間、
最⻑︓チリ 27 時間)。
⽇本は、平均 54 時間の総就労時間のうち、授
業に18 時間しか費やしていない。
授業の計画や準備
平均時間は週 7 時間(最短︓フィンランド・イ

スラエル・イタリア・オランダ・ポーランド 5 
時間、最⻑︓クロアチア 10 時間）
課題の採点
平均時間は週 5 時間（ポルトガル10 時間、シ

ンガポール 9 時間)。
その他の作業
学校の管理、保護者との共同作業、課外活動な
どのその他の作業は、各活動に週平均 2 時間し
か費やしていない。
韓国とマレーシアは、⼀般事務作業に平均の 2 
倍の時間 (6 時間) を費やしている。
⽇本は、課外活動が教師の仕事の重要な部分で
あり、 平均の 2 時間をはるかに上回る 8 時間
を課外活動に費やしている。

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D4.b. www.oecd.org/edu/eag.htm

中学校教員の就労時間 (2013年)
週末・夜・授業の合間などを含む就労時間を週単位で集計したもの。なお、休憩・祝⽇・病⽋などを考慮した時間削減は⾏っていない。

平均活動時間

授業

学校内・外での授業の計画や準備

課題の採点やコメント

⼀般事務管理作業

学校内での同僚とのチーム作業

⽣徒相談

課外活動への参加

その他の作業

保護者とのコミュニケーションと連携

学校運営への参画
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• 法律、規制、または利害関係者 (教師組合、地⽅⾃治体、教育委員会など) 間の協定に基づく

ü ブラジル、チェコ共和国、ハンガリー、韓国、オランダ、ニュージーランド、スロベニア
• 教育外活動は学校レベルで決定

ü オーストリア（⾼等学校）、ベルギー（フランドル地域、中学校）、ベルギー（ワロン地域）、
イタリア、⽇本（幼稚園）
• 教育外活動時間の規定はない（教師に選択権があるわけではない）

ü ベルギー(ワロン地域)
• 授業の準備、テストの修正、⽣徒のレポートの採点などに費やす時間に関する規定はない
• 学校での授業以外の時間は学校レベルで設定されている

ü イタリア
• 年間 80 時間まで教育外活動が必須
• 年間最⼤ 40 時間は、教師会議の会議、職員計画会議、保護者との会議
• 残り 40 時間はクラス評議会

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, www.oecd.org/edu/eag.htm

教育外活動
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• 課外活動は学校の休暇中ではなく、授業前や授業後に⾏われるのが⼀般的

• 実施するかどうかは学校の⾃主性に任されていることが多い
ü フランス、ポーランド、スロベニア︓⼩・中学校では義務
ü ハンガリー︓⼩・中学校は午後4時まで実施の義務。児童・⽣徒は参加の義務

• 主催はさまざま
ü ブラジル、ハンガリー︓学校が主催
ü イスラエル︓⾃治体が主催
ü アイルランド︓ボランティアの学校職員が主催
ü ポルトガル︓保護者会や⾮政府組織(NGO)が主催
Ø 外部の公的なパートナーも、⺠間の関係者と同様に学校の敷地内で課外活動を企画することが多いが、

それほど⼀般的ではない

• 半数の国(36カ国中18カ国)で課外活動に参加する教師に追加料⾦

• 学童（⼩学校）、家庭教師または補習コース、スポーツ、芸術・⽂化活動
ü ハンガリーやトルコ︓社会奉仕活動
ü スペイン︓外国語、ICT、読み書き

出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D1.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

課外活動
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D6.1. www.oecd.org/edu/eag.htm

教員になる条件 (2013年)

1.前期中等教育は、アカデミック中等学校のみが該当
2. 2014年のデータ

前提条件や追加要件がない

前提条件や追加要件がある
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オ
$
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
$
ス
ト
リ
ア
1

ベ
ル
ギ
$(

フ
ラ
ン
ド
ル
地
域)

ベ
ル
ギ
$(

ワ
ロ
ン
地
域)

ブ
ラ
ジ
ル

チ
リ
チ
#
コ

デ
ン
マ
$
ク

イ
ギ
リ
ス

エ
ス
ト
ニ
ア

フ
,
ン
ラ
ン
ド

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

ギ
リ
シ
]

ハ
ン
ガ
リ
$
2

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

イ
ス
ラ
エ
ル

イ
タ
リ
ア

⽇
本
韓
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

メ
キ
シ
コ

オ
ラ
ン
ダ

ノ
ル
ウ
#
$

ポ
$
ラ
ン
ド

ポ
ル
ト
ガ
ル

ロ
シ
ア

ス
コ
d
ト
ラ
ン
ド

ス
ロ
バ
キ
ア

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ス
ペ
イ
ン

ス
ウ
#
$
デ
ン

ス
イ
ス

ト
ル
コ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

⼩学校
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⼩学校
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中学校

⾼等学校

教育を始める

か正規教員に

なるために、

初期教師教育

の他に追加要

件があるか

初期教師教育

の開始や受講

のための前提

条件があるか

フランドル地域︓⾸都ブリュッセルを除
いた国⼟の北半分を占める地域。公⽤
語はオランダ語（フラマン語）。
ワロン地域︓⾸都ブリュッセルを除いた

国⼟の南半分を占める地域。公⽤語は
フランス語とドイツ語であるが、ほと
んどの市町村ではフランス語を採⽤し
ている。
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出典︓Education at a Glance 2014: OECD Indicators, Chart D5.a. www.oecd.org/edu/eag.htm

中学校教員の職歴 (2013年)
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域のほぼ南端には、単独でブリュッセル⾸都圏地域
を構成する⾸都ブリュッセルがあります。アント
ワープは、ファッション デザインで定評のある港湾
都市で、ダイヤモンド貿易の中⼼地もある。

アルバータ州：カナダ⻄部に位置する州。
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